
0801 福祉サービスを必要とする人が安心してサービスを利用できるようにします
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平成２６年度の開催では、チラシを１０，０００枚作成し、ハローワーク墨田、事業所などで配布を行ったが、参加者は延べ１０３人に
とどまった。合同説明会実施後に、説明会参加団体と事業内容の確認を行い、周知方法や開催日などの改善点が挙げられた。
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基本情報

事業の目的
区内の介護事業者の人材の確保の機会を設けて、介護関係業務に係る労働力を確保し、介護保険サービスの質の向上
を図る。
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拡充
　今後、さらなる高齢化の進展に伴い、介護サービスへの需要が高まることが見込まれることから、介護サービスを
担う人材の確保・定着、育成を図り、サービスの質の向上に取り組まなければならない。
　「介護のしごと大発見」のさらなる充実を図るとともに、そのほかにも介護人材の確保、育成について支援策を講
じる。

円

概要

介護保険は、介護を必要とする人を社会全体で支えていく制度で、平成１２年４月の運用開始以降、適時見直しを行い制
度の充実を図ってきた。制度の充実と高齢化の進展に伴い、介護サービスへの需要が高まり、サービスを担う人材の確保
が大きな課題となっている。そのため、平成２６年度より「介護のしごと大発見」と銘打ち、 飾区社会福祉協議会、ハロー
ワーク墨田、 飾区介護サービス事業者協議会と連携して、合同説明会を開催している。
第１回　　　　　　日時　平成２６年９月２７日（土）　午前10時～４時　　　会場　テクノプラザかつしか
第２回（予定）　　　　 　平成２７年９月１８日（金）　午後１時～４時　　　　　　　 テクノプラザかつしか

（１）対象　 飾区介護サービス事業者協議会会員事業者及び学生、一般求職者
（２）周知　①事前にハローワーク墨田及び 飾区介護サービス事業者の事業所、大学・専門学校・高校等でチラシを配布
　　　　　　 ②ハローワークのホームページ、広報かつしか
（３）事業内容　①開催会場に法人・事業者ごとにブースを設け、ブースを訪問した求職者に事業者が業務の説明を行って
　　　　　　　　 　　いる。その後、求職者の希望があれば、事業所などの見学、面接、採用へとつないでいく
　　　　　　　　 　②求職者向けの就職支援講座を開催
　　　　　　　　 　③希望者に託児サービスを提供する

活動内容

人

―

評価しても
らいたい点
①あり方
②課題

①
　介護サービスの質の維持・向上を図るため、今後も介護事業者などと連携を行いながら、介護人材を確保する取
り組みを行う必要があるため、より良い周知の方策や介護事業者などとの連携方法、説明会の開催方法などにつ
いての検証を行う。
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